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1 
出題の意図 
 
前立腺癌を代表とする骨盤臓器癌に対する根治手術について、術後 QOL低下を伴う合併症を体系的

に理解しているかを確認するとともに、合併症予防のための具体的対策を、論理的に説明できるかを
評価することを目的としております。 
また、がんの根治性と QOLのトレードオフという臨床上避けて通れない問題に対して、専門医として
患者背景や価値観を踏まえた自らの考えを持ち、文章として表現できるかを評価する意図がありま
す。 
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2 
出題の意図 
 
① 高齢・超高齢社会におけるリハビリテーション医療や運動療法の意義について述べなさい。 

高齢者診療におけるリハビリテーション医療の役割についての理解度を評価する。 
 

② リハビリテーション医療や福祉における医工連携の意義について述べなさい。 
リハビリテーション医療における医療機器の利用や開発の知識や今後の展望についての考えを評価
する。 
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3 
出題の意図 
 
肝胆膵領域の解剖学的な変異により、手術の手技および周術期の合併症が発生することの理解の程

度を確認し、臨床からの研究テーマを考えるための意欲を確認するのがねらいである。 
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4 
出題の意図 
 
本設問は、大学院生として病理学的あるいは分子生物学的研究活動に取り組み、新たな知見を発信

していくことを見据え、大腸癌治療ガイドラインに基づく最新の基本的治療方針を十分に理解してい
るかを評価することを目的とする。併せて、臨床病期と治療方針との関連を体系的に整理し、研究的
視点をもって臨床課題を捉える基礎的知識を有しているかを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


